















【現病歴】201X 年1月に肺腺癌 cT3N2M1a（EGFR 遺伝子変異陰性）と診






























































































のよいところを見つけたらそれをカードに記入して渡す「Thank you smile 
card」を導入した。今回導入後3年蓄積した「Thank you smile card」のデ
ータを分析するとともに、意識調査を行い、導入効果について検討した。
【方法】1）データ分析：「Thank you smile card」の基本統計と内容分析、
2）意識調査アンケート：全看護職員（休職者等を除く）を対象に、イントラ
ネットのメール文書にて質問内容を配信し、回答を集計する。質問内容は
「Thank you smile card」の存在、活用の有無、運用に対する意見等とした。
倫理的配慮として所属機関の倫理審査会にて承認を受け、対象には文書により
調査の趣旨と匿名性・プライバシーの保護、データの管理と適切な処理、結果
の公開について説明し、回答をもって同意とみなした。
【結果・考察】感謝の気持ちや想いを形にしてフィードバックすることにより、
仲間を尊重し、仕事に自信と誇りを持つ風土づくりにつながるとともに、職場
活性化につながり、ES（Employee Satisfaction）向上の一助につながって
いくと思われる。
混合病棟・単科病棟で働く看護師の
意識の差異における一考察
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【はじめに】混合病棟（以下、混合とする）・単科病棟（以下、単科とする）で
働く看護師の意識の差異を調査する事で混合の看護師が抱える問題点を明らか
にし、今後の看護の質の向上に役立てるため本研究に取り組んだ。
【方法】地域の中核病院とされる7病院に対し、混合で働く看護師80名、単科
で働く看護師106名の186名を対象。調査方法は無記名の自記式質問票調査。
データ分析方法はχ2検定による統計学的検討を行い、p ＜0.05を有意差あり
とした。
【結果】アンケート回収率50.5％（混合76.2％、単科32.0％）。有効回答率95％。
22問中5問で統計学的有意差が見られた。患者のニーズに応じたケアが出来て
いるでは、単科が73.5％、混合は44.3％と過半数以上ができていないと答えた。
看護師間のカンファレンスを定期的に行っているでは、単科97.1％。混合54.1
％と答えた。複数の医師の回診が重なるでは、単科32.4％、混合55.7％と答え
た。休暇を取りやすい病棟であるでは、単科70.6％、混合37.7％と低率でさら
に休日は十分な休息を取れているでも、単科67.6％、混合34.4％と低率であっ
た。看護師として充実感を感じているでは、単科52.9％、混合42.6％であり、
有意差はなかったが混合のほうが低い結果であった。自由記載欄にて、混合で
は多領域の知識を得ることができ様々な経験ができるとの意見があった。
【考察及び結論】混合は単科と比較して、ニーズに応じたケアが不足と感じて
いる。ケアが多種多様でやり遂げる充実感がある反面、業務が煩雑になってい
ると感じている。休暇・休息が十分にとれないということがわかった。今後は
ケアの質や患者満足度なども調査を行い看護の質の向上に役立てたい。
自主性・自立性を求めた病棟運営－意識改革の視点から－
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【目的】組織運営において役割分担は必要不可欠であるが、自部署には過去数
年、係活動というものがなかった。そこで「業務」「教育」「安全」を3本柱に
掲げ係活動導入を試みたが、看護部委員会等に所属する看護師以外が活動して
いる場面が少なかった。本研究は、係活動への参加がなされない要因を明らか
にすることで、自主性・自立性を持って係活動が行われるようにするための示
唆を得ることを目的とし行った。
【方法】自部署における過去3年以内の看護師総数と勤務異動未経験者数の比
を調査した。勤務異動未経験者の割合が過半数を占めているという現状から推
察された内容を基に、係活動の方法を検討し、新たな方法を実施・評価した。
評価方法は、対象者である病棟看護師（看護師長・看護補助者を除く）計36
名（女性35名、男性1名）に対し、質問紙を用いたアンケート形式とした。
【倫理的配慮】趣旨を文書提示し、且つ、個人が特定されないよう配慮した。
【成績】ボトムアップ方式を用いたことで、7割以上が自分の担当グループを
覚えており、活動内容を把握している者も5割以上存在した。しかし、活動参
加率は平均46％、活動に対する達成感が50％以上と感じている者も平均37％
程度であった。これらの数値から、担当グループとそのリーダーの係活動への
意識の違いにより、活動の可否に差が生じているものと読み取ることができ
る。
【結論】看護師一人一人が組織の構成員であるという自覚を持ち病棟運営に参
画していけるよう、自主性・自立性の育成に繋げるべく、意識改革への取り組
みを継続していく必要がある。そのためには、組織風土を活かした関わりや働
きかけを検討していくことが重要である。また、係活動の意義・必要性を伝え
続けることで意識改革が図られ、個々人が積極性を持って役割責任を果すこと
ができるよう導くこととなる。
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